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一

　
昭

和
六
十
四年
一
月
七
日
に
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
が
、
喪
に
服
　
　
年
ま
で
、
す
な
わ
ち
、
竹
本
座
の
旗
揚
げ
か
ら
近
松
門
左
衛
門
の

す
る
た
め
歌
舞
音
曲
を
差
し
控
え
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
　
　
没
年
ま
で
に
限
定
し
て
、
こ
の
期
間
の
鳴
物
停
止
の
町
触
れ
な
ど

は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
に
、
多
く
の
芸
　
　
の
資
料
を
整
理
し
て
み
た
。
こ
の
期
間
の
前
後
や
、
江
戸
の
地
に

能
人が
、
い
わ
ゆ
る
営
業
と
称
す
る
出
張
興
行
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
　
　
つ
い
て
の
資
料
、
ま
た
、
そ
の
鳴
物
停
止
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た・
と
が
テ
・
ビ
な
ど
に
よ
・
て
報
道
さ
れ
て
い
た
．
　
　
う
葎
品
の
上
演
と
か
か
わ
・
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
　
づ

　と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
江
戸
時
代
で
は
「
鳴
物
停
　
　
は
、
改
め
て
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
以
下
の
資
料
の
引
用

止
」
と
い
う
用
語
で
一
般
に
通
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
　
　
は
、
大
坂
の
部
は
『
大
阪
市
史
』
に
よ
り
、
京
都
の
部
は
『
京
都

は
、
非
芸
能
興
行
日
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
鳴
物
停
止
は
、
芸
　
　
町
触
集
成
』
に
ょ
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

能
興
行
史
を
考
え
る
上
に
は
一
見
無
関
係
で
あ
る
か
の
如
く
で
あ

る
。
し
か
し
、
番
付
等
に
よ
っ
て
興
行
の
年
月
日
が
確
定
さ
れ
る
　
　
　
　
　
（
大
坂
の
部
）

場
合
は
、
突
如
と
し
て
起
こ
る
上
演
禁
止
日
に
つ
い
て
把
握
し
て

お
く
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
　
貞
享
三
年

こ
で
、
今
回
は
、
と
り
あ
え
ず
大
坂
と
京
都
の
貞
享
か
ら
享
保
九
　
　
　
触
二
空
　
閏
三
月
六
日
　
大
聖
寺
之
宮
様
亮
御
二
付
鳴
物
停
止



　
　
　
　
　
　

之
事

（闘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
事
（
閾
）

　
触

三〇
二　
七
月
二
十
八
日
　
松
平
日
向
守
殿
遠
行
二
付
、
鳴
物

　
　
　
　
　
　
停
止
之
事
（
闘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
兀
禄
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　触
五
三
　
四
月
二
十
一
日
　
御
法
事
之
事
、

元
禄
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
一
、
厳
有
院
様
御
十
七
回
忌
之
御
法
事
、
於
江
戸
上
野
御

　
達　
　
六
　
三
月
五
日
　
日
光
御
門
跡
就
亮
去
、
鳴
物
停
止
之
事
　
　
　
　
　
　
　
執
行
之
事
二
候
間
、
来
ル
ニ
十
六
日
よ
り
来
月
八
日

　
　
　
　
　
　　
（
閾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迄
、
町
中
致
穏
便
二
、
諸
事
相
慎
、
別
而
火
之
元
念

　触
四
〇
八
　
十
一
月
二
十
八
日
　
内
藤
大
和
守
殿
卒
去
、
鳴
物
停
　
　
　
　
　
　
　
入
可
被
申
事
、

　
　
　
　
　
　
止
之事
（
闘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
来
ル
ニ
十
六
日
よ
り
来
月
十
日
迄
、
公
事
訴
訟
不
令
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裁
許
候間
、
十
日
以
後
二
可
罷
出
事
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

元
禄
四年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
来
月
節
句
之
の
ほ
り
か
ふ
と
立
候
儀
不
苦
事
、

　
触
四
一

三
　閏
八
月
十
三
日
　
松
平
因
幡
守
殿
卒
去
、
鳴
物
停
止
　
　
　
　
　
一
、
来
月
七
日
暁
よ
り
八
日
迄
、
町
中
鳴
物
井
道
頓
堀
芝
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之
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居
・
新
堀
芝
居
・
傾
城
町
商
停
止
二
申
付
候
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
、
来
月
七
日
八
日
両
日
ハ
、
殺
生
之
儀
停
止
二
申
付
候

元
禄
七
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
、

　
触

四
七〇　
六
月
十
一
日
　
若
宮
様
亮
御
二
付
、
鳴
も
の
停
止
之
　
　
　
　
　
　
　
右
之
通
三
郷
町
中
可
相
触
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
事
（
閾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
年
四
月

　
　
　
　
　
（
八
月
七
日
）

　達
　
三
　
同
　
　
日
　
内
藤
上
野
介
殿
死
去
二
付
、
鳴
物
停
止
　
　
　
触
五
三
五
　
八
月
四
日
　
女
五
宮
様
就
莞
去
、
鳴
物
停
止
之
事
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（闘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触
六
宍
　
六
月
十
日
　
尾
張
中
納
言
様
就
御
逝
去
、
鳴
物
停
止

　
触
吾
六
十
一
月
十
一
日
本
院
御
所
就
崩
御
鳴
物
停
止
之
　
　
　
　
　
　
之
事
（
閾
）

　
　
　
　
　
　
　事
（
闘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触
六
ニ
ニ
　
八
月
二
十
五
日
　
本
庄
因
幡
守
殿
就
卒
去
、
鳴
物
停

　達
　
四
六
　
十
一
月
十
五
日
　
本
院
御
所
　
崩
御
二
付
、
鳴
物
停
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
之
事
（
闘
）

　
　
　
　
　
　
　
止之
処
、
普
請
明
日
よ
り
差
免
之
事
（
闘
）
　
　
　
　
触
杢
五
　
九
月
十
六
日
　
戸
田
山
城
守
殿
就
卒
去
、
鳴
物
停
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
事
（
闘
）

元
禄
十
年

　触
五
六
七
　
十
月
二
十
四
日
　
力
宮
様
就
亮
去
、
鳴
物
停
止
之
事
　
　
元
禄
十
三
年

　
　
　
　
　
　
　
（閾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触
六
五
一
　
十
月
二
十
五
日
　
尾
張
大
納
言
様
就
御
逝
去
、
鳴
物
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停
止
之
事

（閾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

元
禄十
一
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触
六
美
十
二
月
十
四
日
水
戸
中
納
言
様
就
御
逝
去
、
鳴
物

　
触

五
九〇　
七
月
十
二
日
　
喜
知
姫
様
就
御
逝
去
、
鳴
物
停
止
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
停
止
之
事
（
闘
）

　
　
　
　
　
　
　事
（
闘
）

　
触

六
〇
二　
十
二
月
十
七
日
　
千
代
姫
君
様
就
御
逝
去
、
鳴
物
停
　
　
元
禄
十
四
年

　
　
　
　
　
　　
止
之
事
（
閾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
達
　
六
四
　
三
月
九
日
　
安
部
摂
津
守
殿
死
去
二
付
、
鳴
物
停
止

　
触

六〇
四　
十
二
月
二
十
二
日
　
鳴
物
差
免
之
事
（
閾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
事
（
閾
）

元
禄十
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
元
年



　
触

七
天　
四
月
十
八
日
　
鶴
姫
君
様
就
御
逝
去
、
普
請
鳴
物
停
　
　
宝
永
四
年

　
　
　
　
　
　
　
止
之
事

（闘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触
七
九
四
　
十
月
三
日
　
家
千
代
様
御
逝
去
二
付
、
鳴
物
停
止
之

　
触

七
三〇　
四
月
二
十
一
日
　
鳴
物
明
日
よ
り
差
免
之
事
（
闘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
（
閾
）

　
　
　
　
　
（
九
月
二
十
三
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
月
三
日
）

　
触

七
巴
　同
　
　
日
　
阿
部
豊
後
守
殿
就
卒
去
、
鳴
物
停
止
之
　
　
　
達
二
八
　
同
　
　
日
　
家
千
代
様
御
逝
去
二
付
、
鳴
物
停
止
之

　
　
　
　
　　
　
事
（
闘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
（
閾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
達
一
三
　
十
月
十
日
　
鳴
物
今
日
よ
り
差
免
候
之
事
、
井
火
之

宝永
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
之
事
（
闘
）

　
触
芸
〇
　
五
月
十
六
日
　
紀
伊
中
納
言
様
就
御
逝
去
、
鳴
物
停

　
　
　
　
　
　　
止
之
事
（
閾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
六
年
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触
妻
育
二
＋
八
日
一
位
様
御
逝
去
・
付
鳴
物
停
止
　
き
五
三
正
月
＋
吾
公
方
様
御
莞
去
・
付
鳴
も
の
停
止
　
↓

　
　
　
　
　　
　
之
事
（
闘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
火
之
用
心
之
事
（
閾
）

　
　
　
　
　
（
七
月
七
日
）

　
達
δ
一
同
　
　
日
　
鳴
物
普
請
等
別
而
可
相
慎
之
事
（
闘
）
　
　
　
触
八
四
一
十
月
十
八
日
　
水
戸
中
将
様
御
逝
去
二
付
、
鳴
物
停

達
一
〇
三
　
七
月
十
七
日
　
商
売
二
掛
り
候
鳴
物
差
赦
之
事
、
明
　
　
　
　
　
　
　
　
止
之
事
（
闘
）

　
　
　
　
　　
　
十
八
日
よ
り
公
事
訴
訟
令
裁
許
之
事
（
闘
）
　
　
　
　
触
八
四
六
　
十
二
月
十
九
日
　
新
院
御
所
　
崩
御
二
付
、
鳴
物
停

触
七
五
七
　
八
月
十
日
　
紀
州
対
山
様
御
逝
去
二
付
、
鳴
物
停
止
　
　
　
　
　
　
　
　
止
之
事
（
闘
）

　
　
　
　
　
　

之
事

（
閲
）

触

七
五
九　
九
月
十
日
　
紀
州
内
蔵
頭
様
御
逝
去
二
付
、
鳴
物
停
　
　
正
徳
元
年

　
　
　
　
　
　
止
之

事

（閾
）
　
　
　
　
　
　
達
三
。
分
＋
合
内
藤
式
部
少
輔
㌔
殿
卒
去
・
付
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　鳴
も
の
停
止
之
事
（
闘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
、
町
中
諸
事
穏
便
仕
、
鳴
物
は
来
ル
五
日
迄
停

正
徳
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
並
．
請
琴
明
日
中
相
止
可
申
候
勿
論
道
頓

㌶
賭
晶
㌶
議
曙
御
之
事
（
閲
）
　
ぷ
鷲
議
鞭
麟
ボ
藷
下
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巳

八月
三
日

達
二
六
五
＋
口
舗
免
韓
鋪
物
井
傾
城
町
商
士
冗
明
警
＋
月
二
＋
六
・
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川
五
郎
藍
貼
竃
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正
徳
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
徳
四年

　触
九
三
三　
七
月
十
九
日
　
水
野
肥
前
守
殿
遠
行
二
付
、
鳴
物
停
　
　
　
触
空
ハ
ニ
　
八
月
二
十
一
日
　
秋
元
但
馬
守
い
喬
殿
卒
去
二
付
、
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ヨ

　
　
　
　
　
　　
止
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
物
停
止
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　

　
一
、
水
野
肥
前
守
諜
盟
香
京
今
朝
御
遠
行
被
成
候
・
・
　
　
秋
元
但
馬
守
鋤
喬
殿
、
去
＋
四
日
就
卒
去
、
町
中
諸

　
　
　　
　
付
、
今
明
日
中
、
鳴
物
諸
芝
居
停
止
被
仰
付
候
間
、
　
　
　
　
　
　
事
穏
便
仕
、
鳴
物
井
道
頓
堀
・
安
治
川
・
堀
江
・
曽

　
　
　　
　
諸
事
穏
便
二
可
仕
候
、
普
請
之
儀
者
御
構
無
之
候
、
　
　
　
　
　
　
　
根
崎
新
地
芝
居
、
今
日
よ
り
三
日
停
止
申
付
候
、
普

　
　
　　
　
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
之
儀
者
構
無
之
候
、
此
旨
三
郷
町
中
可
相
触
候
、

　
　
　
　
　　
　
七
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、

触

九
三
五

八
月
三
日
尾
張
中
納
　
・
・
甦
ロ
様
御
逝
去
・
付
鳴
　
　
　
午
八
月
二
＋
百

　
　
　
　
　
　

物
停
止
之
事

　
　
　　

　
尾
張
中
納
言
甦
．
嘩
先
月
二
＋
六
日
夜
御
逝
去
候
享
保
元
年



　触
一
〇
〇
八
　
五
月
七
日
　
御
他
界
二
付
、
鳴
物
停
止
、
自
身
番
之
　
　
享
保
五
年

　
　
　
　
　
　
　事
（
閾
）
　
　
　
　
　
　
堕
。
九
五
正
月
二
＋
二
日
新
准
后
和
噺
暫
方
亮
三
付
町

　
　　
一
、
公
方
様
去
月
晦
日
被
遊
莞
去
候
之
間
、
町
中
諸
事
穏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
穏
便
鳴
物
停
止
之
事
（
閾
）

　
　
　
　
　
便
に
可
仕候
、
普
請
・
鳴
物
・
諸
芝
居
・
井
傾
城
町
　
　
　
達
二
九
八
　
正
月
二
十
四
日
　
新
准
后
御
方
莞
去
二
付
、
鳴
も
の

　
　
　
　
　
商
売
をも
、
追
而
指
免
候
迄
は
可
相
止
候
、
町
中
自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
停
止
之
事
（
閾
）

　
　
　
　
　身
番仕
火
之
元
念
入
可
申
候
公
事
訴
訟
も
需
　
触
哀
一
万
＋
二
日
女
院
脇
和
御
所
崩
御
・
伎
町

　
　
　
　
　案
内
候
迄
は
不
承
候
間
、
右
之
趣
三
郷
町
中
へ
可
相
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
穏
便
鳴
物
停
止
之
事
（
閾
）

　
　
　
　
　触
候
以
上
、
　
　
　
　
　
　
　
触
二
三
七
月
吾
久
世
大
和
守
㌔
殿
卒
去
・
亘
町
中

　触
一
〇
三
　
六
月
二
十
日
　
明
二
十
一
日
よ
り
所
作
二
致
鳴
物
差
　
　
　
　
　
　
　
　
穏
便
鳴
物
停
止
之
事
（
闘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　免
之
事
（
閾
）
　
　
　
　
　
墾
三
九
月
二
＋
吉
松
姫
編
＝
叩
讐
君
蕎
逝
去
・
　
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
、
町
中
穏
便
鳴
物
停
止
之
事
（
閾
）

享
保
三
年

触

δ
≡

九月
＋
八
日
水
戸
中
納
　
・
・
㌔
様
御
逝
去
二
賃
　
享
保
七
年

　
　
　
　
　
　
　町
中
穏
便
鳴
物
停
止
之
事
（
闘
）
　
　
　
触
＝
尭
五
月
二
＋
四
日
井
上
河
内
守
㌔
殿
就
卒
去
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
穏
便
鳴
物
停
止
之
事
（
闘
）

享
保
四

年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
触
二
究
±
月
＋
四
日
芳
姫
様
鶉
蝉
御
逝
去
・
位
町

　触
一
〇
七
八
　
五
月
十
三
日
　
源
三
様
御
逝
去
二
付
、
町
中
穏
便
鳴
　
　
　
　
　
　
　
　
中
穏
便
鳴
物
停
止
之
事
（
闘
）

　
　
　
　
　　
　
物
停
止
之
事
（
閾
）

芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
O



芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
鳴
物
廿
七
日
迄
停
止
ノ
旨
従
御
公
儀
被
仰
出
候
、
番
ハ
今
晩
止

（京
都
の部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
申
由
能
作
申
被
来
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貞
享
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三月
廿
五
目

貞
享
元
年

六
〇
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
　
　
貞
享
三
年

一
東福
門
院
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書

　御
七
回
忌
　
　
　
　
天
和
四
年
子
六
月
十
日
♂
十
五
日
迄
自
　
　
　
一
後
西
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　身
番
、
当
日
計
鳴
物
停
止
、
十
四
日
十
　
　
　
　
御
一
回
忌
　
　
　
　
貞
享
三
年
寅
二
月
廿
一
日
朝
♂
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　五日
殺
生
停
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
日
之
間
自
身
番
井
鳴
物
殺
生
停
止
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　六

一
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
野
天
満
宮
文
書
　
　
　
　
一

貞
享
二
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

六
〇
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
　
　
今
晩
♂
来
ル
七
日
之
晩
迄
、
乱
舞
井
鳴
物
等
堅
御
停
止
之
旨
、
従

一
後
西院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
公
儀
只
今
被
仰
出
候
条
、
如
此
二
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貞
享
三
年
）

　
　
崩
　
　

貞
享
二
年
丑
二
月
廿
二
日
、
日
数
三
十
　
　
壬
三
月
五
日
　
　
　
　
　
年
預

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五日
鳴
物
停
止
、
三
月
七
日
朝
∠
御
法
　
　
　
六
一
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
之
間

昼
夜自
身
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
大
聖
寺
宮

六
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
野
天
満
宮
文
書
　
　
　
　
嘉
　
　
　
　
　
　
貞
享
三
年
寅
閏
三
月
五
日
♂
日
数
三
日

　
　
　
　
　
口

上触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
間
鳴
物
停
止



六

二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野
天
満
宮
文
書

　
　　
　
亮
　
　
　
　
　
貞
享
五
年
辰
六
月
四
日
五
日
両
日
鳴
物

　
　
　
　
　
覚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
停
止

一明
後
八
日
音
曲
鳴
物
諸
殺
生
等
堅
御
停
止
井
火
之
用
心
可
被
入

　
念
之旨
、
従
御
公
儀
被
仰
出
候
条
、
急
度
此
旨
相
守
可
被
申
　
　
元
禄
二
年

　候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
野
天
満
宮
文
書

　
　
（
貞
享
三
年
）

　
　
五

月
六
日
　
　
　
　
　

年
預
　
　
　
一
昨
日
八
条
宮
様
御
亮
去
二
付
、
明
日
之
鳴
物
酒
宴
乱
舞
等
御
停

六
一
一
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
　
　
止
之
旨
従
御
公
儀
被
為
仰
出
候
条
、
如
此
二
候

一
八
百

宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
燵
酷
日
　
　
　
　
　
松
梅
院

　
　
亮
　
　
　
　　
　
貞
享
三
年
寅
十
月
二
日
三
日
両
日
鳴
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　停
止
　
　
　
　
　
　
元
禄
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
七〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書

元
禄
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
一
日
光
御
門
跡

駄四
四

　
　
　
　
　
京
都
御
役
所
向
大
響
書
　
亮
　
　
元
禄
三
年
午
三
月
吾
∠
三
呈
間
鳴

剛増膏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
停
止

　
　
亮

　
　
　
　
　
貞
享
五
年
辰
四
月
十
六
日
♂
日
数
三
日
　
　
　
六
七
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　鳴
物
停
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
東
福
門
院
様

六
四

五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
御
役

所向
大
概
覚
書
　
　
　
御
十
三
回
忌
　
　
　
元
禄
三
午
年
六
月
十
一
日
晩
♂
同
十
五

一
二
条
大
納
言

殿息
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
晩
迄
自
身
番
、
十
五
日
鳴
物
停
止
、

芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
O



芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日
十
五
日
殺
生
停
止
　
　
　
　
　
　
　
　
一
今
日
♂
町
ミ
昼
夜
自
身
番
仕
、
火
之
用
心
可
致
事

六
七

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
北
野
天
満
宮
文
書
　
　
　
　
但
、
日
数
之
義
重
而
可
被
仰
付
候

　
　
　
　　
口
上
之
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
右
御
死
骸
於
黒
谷
近
日
御
葬
礼
有
之
候
、
其
刻
寺
社
方
井
御
出

一今
日
♂
十
五
日
迄
火
之
用
心
仕
、
自
分
番
可
仕
支
　
　
　
　
　
　
　
　
入
候
衆
又
者
御
用
承
候
町
人
、
其
時
分
黒
谷
へ
参
詣
之
義
堅
無

一
十
四
日
十
五
日
諸
殺
生
停
止
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
候
事

一
十
五日
鳴
物
停
止
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
之
趣
従
御
公
儀
被
仰
付
候
間
、
急
度
相
守
可
被
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
兀
禄
一
二
年
）

右
之
旨
無
油
断
可
相
守
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
廿
七
日

右
之
旨
従
御
公
儀
被
仰
出
候
間
、
急
度
可
被
相
守
候
、
以
上
　
　
　
　
六
八
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書

　　
　
玩
墜
梅
．
百
　
　
　
　
年
預
　
　
蓮
護
院
御
門
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯

六
七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
北
野
天
満
宮
文
書
　
　
　
　
亮
　
　
　
　
　
　
元
禄
三
年
午
十
二
月
廿
一
日
♂
三
日
之
　
　
　
　
一

　養
徳
院
宮
様
御
逝
去
被
為
成
候
、
今
明
日
鳴
物
御
停
止
二
候
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
鳴
物
停
止

　従
御
公
儀
被
仰
出
候
間
、
急
度
可
被
相
守
候
、
為
其
如
此
二

　候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
四
年

　
　
（
元
禄
三
年
）

　
　
七

月
廿
一
日
　
　
　
　
　
年
預
　
　

六
八
九

　

　

　

　

　

　

　

北
野
天
満
宮
文書

六
八
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
北
野
天
満
宮
文
書
　
　
一
瑞
竜
院
様
御
逝
去
二
付
、
今
日
中
鳴
物
御
留
被
成
候
間
、
此
旨

　内
藤
大
和
守
殿
今
朝
御
遠
行
二
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
守
可
被
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
禄
四
年
）

一今
日
鳴
物
御
停
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
晦
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
梅
院

　
　但
、
明
廿
八
日
廿
九
日
両
日
者
自
分
之
遠
慮
可
然
候
事
　
　
　
　
右
之
通
衆
中
へ
令
触
知
者
也



六
九
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
野
天
満
宮
文
書

　
　
　
　
　
口

上
之
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
元
禄
六
年

一
松
平因
幡
守
様
御
遠
行
被
遊
候
二
付
、
明
十
三
日
鳴
物
御
停
　
　
三
〇
［
古
］

　止
、
明
後
十
四
日
同
十
五
日
両
日
ハ
鳴
物
自
分
之
遠
慮
可
致
事
　
　
仙
洞
御
所
様
去
年
御
出
生
之
徳
宮
様
、
昨
夜
被
遊
亮
去
候
二
付
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
紙
ノ

一明
十
三
日
朝
♂
町
こ
自
身
番
可
被
相
勤
候
、
尤
火
之
用
心
存
可
　
　
諸
芝
居
町
中
鳴
物
今
明
日
御
停
止
之
旨
被
仰
渡
候
間
、
例
之
通
可

　
マ
・　

被申
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
触
事

　
　
（
元
禄
四
年
）

　
　
壬
八月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酉
ノ
四
月
廿
九
日

右
之
通
被仰
出
候
間
、
弥
念
之
入
可
被
申
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
四
一
●
［
大
］

　
　壬
八月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
梅
院
　
　
　
　
　
　
清
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莞　
　
元
禄
六
年
酉
九
月
廿
六
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止
　
　
　
」

元
禄
五
年

七

⇔
［
大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
七
年

常
盤
井
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
六
一
　
⇔
［
大
］

　
　
亮　
　
元
禄
五
年
申
四
月
廿
二
日
3
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止
　
　
伏
見
殿

八

⇔
［
大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莞
　
　
元
禄
七
年
戌
五
月
八
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止

厳有
院
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
⇔
［
大
］

　
　
御十
三
回
忌
　
　
元
禄
五
年
申
五
月
八
日
御
当
日
斗
、
鳴
物
　
　
若
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
殺
生
停
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
亮
　
　
元
禄
七
年
戊
六
月
十
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止

芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
O



芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
O

七
八

⇔
［
大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
度
於
江
戸
御
法
事
有
之
二
付
、
五
月
朔
日
同
六
日
同
八
日
、
洛

青
蓮
院
御
門
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
洛
外
鳴
物
令
停
止
之
条
、
此
旨
可
申
触
事

　
　亮
　
　
元
禄
七
年
戌
十
月
十
六
日
ぷ
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止
　
　
　
　
子
四
月
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
七
　
㊧
［
大
］

元
禄
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　明
正
院

九
一
⑧
［
大
］
　
　
　
　
　
　
　

崩
元
禄
九
年
子
十
一
月
十
日
∠
三
十
五
日
之
間
、
町
中

師
子
吼
院
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
身
番
、
尤
鳴
物
普
請
停
止

　
　亮
　
　
元
禄
八
年
亥
四
月
十
九
日
∠
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
禄
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
4

一
兀
禄
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
＝
二
九
　
㊧
［
大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

二
三
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
照
寺
宮

　
　
　
　
　口

　触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莞
　
　
元
禄
十
年
丑
正
月
十
九
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止

大
覚
寺
御門
主
亮
去
二
付
、
今
十
九
日
♂
廿
一
日
迄
三
日
之
間
、
　
　
一
四
五
㊧
［
大
］

鳴
物
停
止
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
宮

　
　
正月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莞
　
　
元
禄
十
年
丑
十
月
廿
二
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止

　
右
之
通
相
触
候
得
と
、
大
塚
藤
兵
衛
様
被
仰
渡
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六
　
㊧
［
大
］

＝
一
三
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
亭
右
大
臣

　
　
　
　
　
口

　
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亮　
　
元
禄
十
年
丑
十
月
廿
五
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止



一四
七
⇔
［
大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
へ
可
令
触
知
者
也

明
正
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寅
十
月
十
一
日

　
　御
一
回
忌
　
　
　
元
禄
十
年
丑
十
一
月
八
日
暮
六
つ
♂
九
日
　
　
一
八
三
［
古
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　＋日
迄
、
鳴
物
停
止
、
自
身
番
　
　
　
［
ヨ
明
醸
籠
三
回
腸
元
禄
＋
一
寅
ノ
±
月
八
日
・
頭
町
竹
や
町
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一明
正
院
様
御
三
回
忌
二
付
、
来
ル
九
日
朝
よ
り
十
日
之
晩
迄
、

元
禄十
一
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
中
鳴
物
停
止
可
仕
旨
被
仰
渡
候

＝
ハ
五
　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
諸
殺
生
井
自
身
番
之
儀
ハ
被
仰
渡
無
之
候
旨
被
仰
聞
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
足
］

二
宮
様
亮御
二
付
、
今
日
よ
り
三
日
之
内
、
洛
中
洛
外
鳴
物
停
止
　
　
　
　
寅
十
〔
こ
月
七
日

被
仰
付
候間
、
如
例
町
中
江
早
く
相
触
可
申
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
一
八
八
　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　六
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
．
罷
璽
芦
事
元
禄
±
と
ら
極
月
＋
七
・
・
　
　
　
　
↓

＝
ハ
七
　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
代
姫
君
様
去
ル
十
日
御
逝
去
二
付
、
洛
中
洛
外
鳴
物
令
停
止

　
　
　
　
　覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
候
、
御
免
之
日
限
者
追
而
可
触
之
候
、
但
、
普
請
等
者
不
苦
事

喜
知
姫
君
様
去
七
日
御
逝
去
二
付
、
今
日
よ
り
三
日
之
間
、
町
中
　
　
　
　
寅
十
二
月
十
七
日

鳴
物
停
止
可
仕
候
、
但
、
普
請
等
ハ
不
苦
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
御
免
之
触
ハ
同
廿
一
日
二
御
出
し
被
成
候

　
　
七月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
　
［
足
］

一
八
〇

［古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぷ
纏
御
整
・
元
禄
±
ヲ
＋
二
月
廿
二
日
午
下
刻
L

［足
］
　
（
端
裏
書
）

　
「
鳴
物
御
停
止
、
元
禄
十
一
寅
ノ
十
月
十
一
日
、
頭
町
渋
紙
町
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

青
蓮
院
様
就
御
逝去
、
今
日
よ
り
三
日
鳴
物
停
止
之
旨
、
洛
中
洛
　
　
最
前
鳴
物
停
止
之
儀
申
触
候
、
来
ル
廿
三
日
よ
り
御
赦
免
候
間
、

芸
能
興行
と
鳴
物
停
止
資
料
日



芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
臼

洛
中
洛
外
可
相
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
儀
同
逝
去
二
付
、
今
日
♂
十
三
日
迄
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止
之

　
　
寅
十
二月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
相
触
事
、
但
、
普
請
之
儀
ハ
構
無
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卯
十
一
月
十
一
日

元
禄
十
二
年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

町
代

一
＝
四
　
【
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇
　
［
古
］

［竜
有
醸
警
御
鳴
物
停
上
元
禄
＋
二
卯
年
七
月
廿
吾
・
頭
町
大
寄
町
」
　
　
　
・
触

　
　
　
　
　
口
　
触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
常
修
院
宮
莞
御
二
付
、
今
日
∠
来
ル
四
日
迄
三
日
之
内
、
鳴
物

一
有
栖川
宮
亮
御
二
付
、
今
廿
五
日
汐
廿
七
日
迄
三
日
、
鳴
物
停
　
　
停
止
之
旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
相
触
事

　
止
之旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
相
触
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卯
十
二
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
6

　
　卯
七
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
＝

五

［古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
十
三
年

　
　
　
　
　
口

　触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
五
　
［
古
］

本
庄因
幡
守
死
去
二
付
、
今
廿
五
日
よ
り
来
ル
廿
七
日
迄
三
日
之
　
　
　
　
　
　
　
口
　
触

間
、
鳴
物
令
停
止
候
、
但
、
普
請
等
者
不
苦
候
、
此
旨
洛
中
洛
外
　
　
鷹
司
前
殿
下
亮
去
二
付
、
今
日
♂
来
ル
十
三
日
迄
三
日
之
中
、
鳴

へ
可
令触
知
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
停
止
候
、
此
旨
洛
中
洛
外
江
可
令
触
知
者
也

　
　卯
八
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
正
月
十
一
日

ニ
ニ
六

［

古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
代

　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
二
四
九
　
［
古
］



　
　
　
　
　
覚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
十
四
年

松
木
前内
府
亮
去
二
付
、
今
日
よ
り
廿
六
日
迄
之
内
三
日
、
鳴
物
　
　
三
〇
〇
［
古
］

停
止
之旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
相
触
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寿
宮

　但
、
普
請
ハ
不
苦
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亮
　
　
元
禄
十
四
年
巳
十
一
月
十
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停

　
　
辰
六月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止

一＝
ハ
五
　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
寛
保
三
九
吾
　
　
　
　
三
〇
四
　
［
古
］

　
　
　
　
　
口　
触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
触

尾
張
大
納
言
殿去
ル
十
六
日
御
逝
去
之
由
、
当
所
留
守
居
之
者
申
　
　
勧
修
寺
御
門
跡
亮
去
二
付
、
今
日
∠
来
ル
六
日
迄
三
日
之
内
、
鳴

来
候
間
、
今
日
∠
鳴
物
令
停
止
候
、
日
限
之
儀
追
而
可
申
付
候
、
　
　
物
停
止
之
旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
触
知
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
7

此旨
洛
中
洛
外
へ
可
相
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
十
二
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
辰
十月
十
九
日

二
七
五
　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
十
五
年

　
　
　
　　
口
　
触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
七
　
⇔
［
大
］

水
戸中
納
言
殿
去
ル
六
日
御
逝
去
之
由
申
来
候
間
、
今
日
♂
来
ル
　
　
東
福
門
院
様

十
九日
迄
、
日
数
七
日
鳴
物
令
停
止
候
、
此
旨
洛
中
洛
外
へ
可
相
　
　
　
　
御
二
十
五
回
忌
　
　
元
禄
十
五
年
午
六
月
十
一
日
♂
十
五
日

触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晩
迄
町
中
自
身
番
、
同
十
四
日
♂
十
五

　但
、
普
請
ハ
今
日
一
日
遠
慮
、
明
十
四
日
♂
不
苦
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
迄
殺
生
停
止
、
十
五
日
斗
鳴
物
停
止

　
　辰
十
二
日
ハ
十
一
二
口
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
　
　
一
占
ハ
　
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
⊥
⇒
二
七
］

芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
O



芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
O

　
東福
門
院
様
十
五
回
御
忌
御
法
事
二
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
相
触
候
事

一
六月
十
四
日
十
五
日
殺
生
停
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
普
請
ハ
無
構

一
十

五日
ハ
諸
鳴
物
停
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
十
月
十
三
日

一十
一
日
晩
♂
十
五
日
晩
迄
、
町
中
自
身
番
相
勤
可
申
事
　
　
　
　
　
三
四
六
魯
［
大
］

一
祇園
会
式
井
涼
構
無
之
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
正
院

右
之
通
被仰
付
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
七
回
忌
　
　
元
禄
十
五
年
午
十
一
月
十
日
、
一
日
斗
鳴
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
代

　
　
午
六月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
五
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
停
止

三
三
七

　
②

［大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
　
二
〇
　
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
三
四
×
〕

級
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
明
正
院
様
御
七
回
忌
御
法
事
二
付
、
明
後
十
日
鳴
物
停
止
之
旨
、
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
8

　
　亮　
　
元
禄
十
五
年
午
八
月
廿
六
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
　
　
洛
中
洛
外
へ
可
相
触
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
止　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
＋
一
月
八
日

三四
二
　
②
［
大
］

円
照
寺
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
兀
禄
十
六
年

　
　莞
　
　
元
禄
十
五
年
午
十
月
廿
三
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
　
　
三
六
四
⇔
［
大
］

　
　
　
　
　止
、
普
請
之
儀
構
無
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
恩
寺
入
江
宮

補　
一
九
　
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
三
四
七
〕
　
　
　
　
　
亮
　
　
元
禄
十
六
年
未
四
月
三
日
∠
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止

　
　
　
　
　
覚

円
照
寺
宮
亮
御
二
付
、
今
日
汐
来
ル
廿
五
日
迄
三
日
鳴
物
停
止
之
　
　
宝
永
元
年



三
八
八　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
一
　
⇔
［
大
］

鶴
姫
君
様
去
十
二日
御
逝
去
二
付
、
洛
中
洛
外
鳴
物
井
普
請
令
停
　
　
阿
部
豊
後
守
正
武

止候
、
御
免
之
日
限
者
追
而
可
相
触
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
去
　
　
元
禄
十
七
年
申
九
月
廿
四
日
∠
三
日
之
間
、
鳴
物

　
　申
四
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
停
止
普
請
之
儀
構
無
之

三
八
九　
［
古
］

　
　
　
　　
口
　
触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
二
年

去
ル
十
七
日
鳴
物
井
普
請
停
止
之
儀
相
触
候
へ
と
も
、
普
請
者
不
　
　
四
一
五
　
◎
［
大
］

苦
候間
、
此
旨
洛
中
洛
外
へ
可
令
触
知
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
宮

　
　申
四
月
叛
毎
　
　
　
　
　
　
　
　

亮

裏
二
年
酉
四
月
廿
吉
3
ゴ
一
日
之
間
鳴
物
停
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
9

三
九
〇　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
、
普
請
之
儀
構
無
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
七
鰺
［
大
］

最
前鳴
物
停
止
之
儀
申
触
候
処
、
明
廿
四
日
♂
御
赦
免
候
間
、
洛
　
　
紀
伊
中
納
言
殿

中
洛
外
江
可
相
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逝
去
　
　
宝
永
二
年
酉
五
月
十
六
日
♂
七
日
之
間
、
鳴
物
停

　
　申
四
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
、
普
請
之
儀
構
無
之

四

〇〇
　
⇔
［
大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
　
二
七
　
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
里
菖

大炊
御
門
前
左
府
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
触

　
　亮
　
　
元
禄
十
七
年
申
九
月
十
八
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
　
　
紀
伊
中
納
言
殿
去
ル
十
四
日
二
御
逝
去
之
由
申
来
候
間
、
今
日
3

　
　
　
　
　
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
来
ル
廿
二
日
迄
鳴
物
令
停
止
候
、
此
旨
洛
中
洛
外
へ
可
相
触
者
也

芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
臼



芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
日

　但
、
普
請
者
不
苦
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
五
⇔
［
大
］

　
　
酉
五月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
川
対
山
殿

四
＝
O
㊧
［
大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逝
去
　
　
宝
永
二
年
酉
八
月
十
一
日
♂
七
日
之
間
、
鳴
物
停

鴎
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
普
請
之
雀
無
之

　
　
莞　
　
宝
永
二
年
酉
六
月
廿
七
日
♂
鳴
物
、
諸
殺
生
井
普
請
　
　
補
三
四
　
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
四
二
五
〕

　
　
　
　
　
等
停止
、
町
中
自
身
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
触

　
　
　
　
　同
七
月
三
日
♂
　
諸
殺
生
赦
免
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
川
対
山
殿
去
ル
八
日
御
逝
去
二
付
、
今
日
ぷ
来
ル
十
七
日
迄
日

　
　
　
　
　
右同
日
♂
　
　
　
自
身
番
赦
免
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
七
日
之
間
鳴
物
停
止
之
旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
相
触
者
也

　
　
　
　
　同
月
七
日
∠
　
　
普
請
赦
免
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
普
請
ハ
不
苦
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0

　
　
　
　
　同

月
十
六
日
∠
　
鳴
物
赦
免
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酉
八
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

補

二
八

［

塩
］
　
　
　
　
　
　
　

〔丁四
二
〇
〕
　

四

二
七

②

［
大
］

一
位
様
廿
二日
亮
去
被
遊
候
二
付
、
洛
中
洛
外
鳴
物
井
普
請
令
停
　
　
一
条
前
殿
下

止候
、
日
数
之
義
者
追
而
可
相
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亮
　
　
宝
永
二
年
酉
九
月
廿
一
日
晩
♂
廿
三
日
迄
三
日
之

　
　
酉
六月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
、
鳴
物
停
止
、
普
請
之
儀
構
無
之

補

三
三

［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
三
五
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　

〔
丁
四
二
七
〕

去月
廿
七
日
♂
鳴
物
停
止
申
付
候
処
、
今
日
♂
差
免
候
旨
、
洛
中
　
　
　
　
　
　
　
覚

洛外
へ
可
相
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
条
前
殿
下
去
ル
十
日
莞
去
二
候
得
共
、
御
神
事
相
障
御
沙
汰
無

　
　
酉
七月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
候
、
昨
廿
一
日
晩
汐
明
廿
三
日
ま
て
廃
朝
二
付
、
其
間
鳴
物
停



止
之旨
、
洛
中
洛
外
へ
急
度
可
相
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
　
三
七
　
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
四
三
〇
〕

　但
、
普
請
ハ
不
苦
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
酉
九月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
高
院
宮
亮
去
二
付
、
今
日
♂
明
後
日
ま
て
三
日
鳴
物
停
止
候

四

二
九

㊧
［
大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
、
洛
中
洛
外
江
可
触
知
者
也

徳
川内
蔵
頭
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
普
請
無
構

　
　
逝
去　
　
宝
永
二
年
酉
九
月
廿
二
日
♂
五
日
之
間
、
鳴
物
停
　
　
　
　
十
月
朔
日

　
　
　
　
　
　止
、
普
請
之
儀
構
無
之

補

三
六

［塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
三
九
〕
　
　
　
宝
永
三
年

　
　
　
　
　覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
四
五
一
　
⑲
［
大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
1

一
徳
川内
蔵
頭
殿
去
ル
八
日
御
逝
去
候
得
共
、
御
神
事
相
障
御
沙
　
　
一
乗
院
御
門
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

汰無
之
候
、
依
之
今
日
♂
来
ル
廿
六
日
迄
日
数
五
日
鳴
物
停
止
之
　
　
　
　
亮
　
　
宝
永
三
年
戌
七
月
八
日
♂
翌
九
日
迄
、
鳴
物
停
止
、

旨
、
洛
中
洛
外
へ
急
度
可
相
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
請
之
儀
構
無
之

　但
、
普
請
ハ
不
苦
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
四
八
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
四
五
一
〕

　
　
酉
九月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
触

四

三
〇

㊧

［大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
条
院
宮
昨
七
日
亮
去
、
明
九
日
ま
て
廃
朝
二
付
、
其
間
鳴
物
停

照高
院
御
門
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
候
旨
、
洛
中
洛
外
へ
急
度
可
相
触
事

　
　亮
　
　
宝
永
二
年
酉
十
月
朔
日
∠
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止
、
　
　
　
但
、
普
請
ハ
不
苦
候
事

　
　
　
　
　普
請
之
儀
構
無
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戌
七
月
八
日

芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
O



芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
之
力
）

四
五
二
　
●
［
大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
普
請
取
儀
ハ
構
無
之
候

慈
受
院

宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
戌
十
月
廿
日

　
　亮
　
　
宝
永
三
年
戌
九
月
廿
二
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停

　
　
　
　
止
、
普
請
之
儀
ハ
構
無
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
四
年

補

五
三

［塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
四
五
二
〕
　
　
　
四
五
八
⇔
［
大
］

　
　
　
　

口

　
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
条
前
右
府

慈
受
院
宮
亮
去
二
付
、
今
日
♂
来
ル
廿
四
日
迄
鳴
物
停
止
之
旨
、
　
　
　
　
亮
　
　
宝
永
四
年
亥
正
月
十
九
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停

洛中
洛
外
へ
可
触
も
の
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止
、
普
請
之
儀
ハ
構
無
之

倶
普
請
ハ
無
構
　
　
　
　
　
　
　
補
五
九
垂
　
　
　
　
　
　
〔
一
－
四
五
八
〕
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　戌
九
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
条
前
右
府
亮
去
二
付
、
十
九
日
♂
廿
一
日
迄
鳴
物
停
止
之
旨
、
　
　
　
一

四

五
四　
㊧
［
大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洛
中
洛
外
へ
可
触
知
者
也

実
相
院
御門
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
普
請
ハ
不
苦

　
　
嘉　
　
宝
永
三
年
戌
十
月
十
九
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
　
　
　
　
正
月
十
九
日

　
　
　
　
止
、
普
請
之
儀
ハ
構
無
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
一
二
　
⇔
［
大
］

補
　
五
五
　
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
四
五
巴
　
　
　
綾
宮

　
　
　
　

口

　
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
莞
　
　
宝
永
四
年
亥
七
月
三
日
∠
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止

実
相
院
宮
亮去
二
付
、
昨
十
九
日
♂
明
廿
一
日
迄
鳴
物
停
止
之
　
　
補
七
七
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
里
ハ
三
〕

旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
令
触
知
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
触



綾
宮
御
方
亮去
二
付
、
今
日
♂
来
ル
五
日
迄
鳴
物
停
止
之
旨
、
洛
　
　
　
　
　
　
　
口
　
触

中
洛
外
へ
可
触
知
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
千
代
様
去
月
廿
八
日
御
逝
去
二
付
、
洛
中
洛
外
鳴
物
井
普
請
令

　但
、
普
請
ハ
構
無
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
停
止
候
、
御
免
之
儀
者
追
而
可
相
触
事

　
　亥
七
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亥
十
月
三
日

四

七
〇

㊨

［大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
九
一
　
［
塩
］

仁
和
寺
御門
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
莞　
　
宝
永
四
年
亥
九
月
廿
一
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
　
　
当
三
日
♂
鳴
物
停
止
申
付
候
処
二
来
ル
十
日
∠
差
免
候
間
、
此
旨

　
　
　
　
　止
、
普
請
之
儀
ハ
構
無
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洛
中
洛
外
へ
可
令
触
知
者
也

補
八
五
　
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
四
き
〕
　
　
　
　
　
亥
十
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3

　
　
　
　
　口

触

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
補

九

二

［

塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

仁
和寺
宮
亮
去
二
付
、
今
日
♂
明
後
十
三
日
ま
て
三
日
之
内
鳴
物
　
　
　
　
　
　
　
覚

停
止申
付
候
、
此
旨
洛
中
洛
外
へ
可
相
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
請
ハ
明
八
日
汐
、
鳴
物
者
来
ル
十
日
♂
赦
免
之
旨
申
渡
シ
候
へ

　
　亥
九
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
、
普
請
鳴
物
共
二
今
日
よ
り
差
免
候
間
、
此
旨
洛
中
洛
外
へ

四
七
二
　
㊧
〔
大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
令
触
知
者
也

家
千
代
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亥
十月
七
日

　
　
逝
去

　　
宝
永
四
年
亥
十
月
三
日
♂
五
日
之
間
、
鳴
物
井
普
　
　
右
ハ
仕
懸
之
普
請
、
前
断
相
済
候
分
斗
御
免
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
請
停
止　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
代

補
　
八
八
　
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
四
七
二
〕

芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
O



芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
日

宝
永
五年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
　
一
四
〇
［
勘
］

四

九

二

　
㊧

［大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
触

禁
裏
炎
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
今
晩
♂
十
日
迄
鳴
物
停
止
之
事

　
　
　
　
　
宝
永

五
年
子
三月
八
日
♂
三
拾
日
之
間
、
鳴
物
停
止
　
　
　
　
十
一
月
八
日
晩

五〇
一
　
㊨
［
大
］

曼
珠
院
御
門
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
六
年

　
　莞
　
　
宝
永
五
年
子
六
月
廿
三
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止
　
　
補
　
一
四
五
［
勘
］

補
　
＝
一
四
　
［
勘
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
五
竺
〕
　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　口
　
触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
方
様
去
ル
十
日
亮
御
被
遊
候
、
町
内
鳴
物
屋
作
等
堅
令
停
止
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
琶
　
　
　
　
　
　
　
　
5
4

曼
珠
院
宮
亮
去
二
付
、
今
日
♂
明
後
廿
六
日
迄
三
日
之
内
鳴
物
停
　
　
候
、
尤
町
く
自
身
番
仕
、
火
用
心
念
ヲ
入
、
諸
事
隠
便
二
可
仕
　
　
　
　
一

止
之旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
令
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
、
洛
中
洛
外
可
触
者
也

　但
、
普
請
ハ
不
苦
候
古
又
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丑
正
月
十
四
日

　
　
子
六月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
四
㊧
［
大
］

五
一
一
一
［
三
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
光
院
様

　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
逝
去
　
　
宝
永
六
年
丑
二
月
九
日
、
同
十
六
日
ぷ
七
日
之

明
正
院
様
十
三
回
御
忌
御
法
豆
に
付
、
明
後
十
日
、
鳴
物
停
止
之
　
　
　
　
　
　
　
間
、
鳴
物
停
止

旨
可
相
触
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
二
月
廿
五
日
♂
新
規
普
請
赦
免

　
　
霜月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
三
月
朔
日
♂
自
身
番
赦
免
、
但
御
所
近
辺
ハ
赦



　
　
　
　
　
　免
無
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丑
三
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　同
月
廿
九
日
♂
町
中
鳴
物
赦
免
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
九
⇔
【
大
］

補　
一
四
八
　
【
勘
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
戸
中
将
殿

　
　
　
　
　
口

　
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
逝
去
　
　
宝
永
六
年
丑
十
月
十
七
日
♂
五
日
之
間
、
鳴
物
停

火
之
用

心
随
分
念
入
可申
事
、
自
身
番
之
儀
ハ
今
晩
切
二
相
止
可
　
　
　
　
　
　
　
　
止
、
普
請
構
無
之

申
候
、
鳴
物
之
儀
者
末
く
赦
免
無
之
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
　
＝
ハ
ニ
　
［
勘
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
五
究
〕

　
　
二月
晦
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

補　
一
四
九
　
［
勘
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
戸
中
将
殿
去
ル
十
二
日
二
御
逝
去
二
付
、
今
日
♂
来
ル
廿
一
日

　
　
　
　
　覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
迄
日
数
五
日
之
内
鳴
物
停
止
之
旨
、
洛
中
洛
外
へ
急
度
可
相
触
者
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5

鳴
物
停
止
之
儀
先
達
而
相
触
候
、
四
条
川
原
芝
居
井
其
外
鳴
物
渡
　
　
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

世
い
た
し
候
も
の
x
分
、
明
七
日
君
差
免
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
普
請
ハ
不
苦
候
事

　但
、
遊
興
之
鳴
物
ハ
先
可
相
慎
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
七
日

右
之
通
洛中
洛
外
へ
可
触
知
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
三
　
㊧
［
大
］

　
　丑
一
二
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
山
院

五
三
五　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崩
　
　
宝
永
六
丑
十
二
月
十
七
日
♂
鳴
物
、
普
請
、
上
下
京

　
　
　
　　
口
　
触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
棚
商
売
停
止
、
町
中
自
身
番

鳴
物
慎
候
様
に
最
前
相
触
候
得
共
、
明
廿
九
日
♂
不
苦
候
旨
、
洛
　
　
　
　
　
　
　
同
十
二
月
廿
一
日
♂
魚
棚
商
売
赦
免

中
洛
外
へ
可
触
知
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
七
年
寅
正
月
廿
五
日
3
普
請
赦
免

芸
能
興行
と
鳴
物
停
止
資
料
O



芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
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　同
二
月
三
日
自
身
番
赦
免
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
九
日
♂
差
免
候
間
、
此
旨
洛
中
洛
外
へ
可
相
触
者
也

　
　
　
　
　同
月
九
日
♂
鳴
物
赦
免
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寅
二
月
八
日

補
　
一
六
四
　
［
勘
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
五
五
三
〕
　
　
　
補
　
一
七
五
　
［
塩
］

　
　
　
　
　
口
　
触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
触

新
院
御
所
崩御
二
付
、
鳴
物
普
請
等
停
止
之
旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
　
　
中
院
前
内
府
亮
去
二
付
、
今
日
♂
明
後
廿
八
日
迄
鳴
物
停
止
之

相
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
触
知
者
也

　
　
丑
ノ
十
二
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寅
三
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
七
　
円
三
］

宝
永
七
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6

補

　＝
ハ
八
　
［
塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
東
福
門
院
様
舟
三
廻
忌
二
付
、
今
十
一
日
夜
よ
り
十
五
日
暁
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
迄
、
町
中
自
身
番
可
相
勤
夏

洛中
洛
外
鳴
物
停
止
申
付
置
候
へ
共
、
四
条
河
原
芝
居
其
外
渡
世
　
　
一
十
四
日
十
五
日
殺
生
停
止
、
尤
川
原
涼
ミ
場
二
而
も
右
両
日
之

日
用
之
も
の
斗
明
廿
八
日
よ
り
鳴
物
御
免
候
間
、
此
旨
可
触
知
者
　
　
　
儀
生
類
殺
候
義
可
為
無
用
夏

也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
一
十
五
日
者
鳴
物
令
停
止
候
事

　
　
寅
正月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
之
段
可
令
触
知
者
也

補

一
七
〇

［

塩
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
二
日

　
　
　
　
　覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
九
　
［
三
］

鳴
物
之
儀
渡
世
日
用
之
も
の
斗
先
達
而
御
免
候
、
諸
方
共
江
鳴
物
　
　
　
　
　
　
　
覚



一
東
山

院
様就
一
周
忌
、
来
十
六
日
3
十
七
日
晩
迄
、
町
中
自
身
　
　
知
恩
院
宮
亮
去
二
付
、
今
日
よ
り
来
ル
廿
一
日
迄
三
日
之
内
、
鳴

　

番
相
勤
可申
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
停
止
之
旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
触
知
も
の
也

一
十
六日
十
七
日
殺
生
令
停
止
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
普
請
ハ
無
構

一
十
七日
鳴
物
停
止
之
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卯
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

右
之
段
相
触
可
然
者
事

　
　
ヨ
十
二月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
徳
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

二
三　
［
古
］

正
徳
元
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

五
七
八

　働
［大
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
院
御
所
崩
御
二
付
、
鳴
物
普
請
等
令
停
止
候
、
日
数
之
儀
者
追
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
7

京
極
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
可
相
触
候
、
且
又
今
晩
よ
り
昼
夜
自
身
番
仕
、
火
之
用
心
等
随
　
　
　
　
一

　
　亮
　
　
宝
永
八
年
卯
三
月
七
日
♂
三
日
之
間
、
鳴
物
停
止
　
　
　
分
念
入
可
申
候
、
此
旨
洛
中
洛
外
江
可
令
触
知
者
也

補　
一
九
一
一
［
勘
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
丁
五
七
八
〕
　
　
　
　
　
辰
四
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御年
三
十
二
才
に
て
　
　
　
六
二
八
　
［
古
］

京
極
宮
亮
去
二
付
、
今
日
ヨ
リ
明
後
九
日
迄
鳴
物
停
止
之
旨
、
洛
　
　
洛
中
洛
外
鳴
物
停
止
申
付
置
候
得
共
、
明
十
五
日
よ
り
御
免
候

中
洛
外
へ
可
相
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
、
此
旨
可
触
知
者
也

　
　卯
三
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
五
月
十
四
日

五
九

五　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
九
　
［
古
］

　
　
　
　
　
口
　
触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
日



芸
能
興行
と
鳴
物
停
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資
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大覚
寺
宮
亮
去
二
付
、
今
日
♂
明
後
十
八
日
朝
迄
、
鳴
物
停
止
之
　
　
正
徳
三
年

旨
洛
中
洛
外
江
可
相
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
七
　
［
古
］

　
　
八月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

六
四
八
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
寛
保
四
五
二
〕
　
　
　
嘉
智
宮
亮
去
二
付
、
今
日
∠
明
後
十
九
日
迄
鳴
物
停
止
之
旨
、
洛

　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
洛
外
江
可
相
触
者
也

公
方
様去
十
四
日
亮
御
被
遊
候
、
町
中
鳴
物
屋
作
等
堅
令
停
止
　
　
　
巳
四
月
十
七
日

候
、
尤
町
〉
自
身
番
仕
、
火
之
用
心
念
入
、
諸
事
穏
便
二
可
仕
　
　
六
六
〇
　
［
古
］

旨
、
洛
中
洛
外
江
可
触
知
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
辰
十月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
相
院
宮
亮
去
二
付
、
今
廿
九
日
∠
来
月
二
日
迄
鳴
物
停
止
之
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
8

六
五
四　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
R
洛
中
洛
外
へ
可
相
触
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
覚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
四
月
廿
九
日

一
町中
自
身
番
之
儀
、
明
五
日
よ
り
差
免
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
七
　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
寛
保
四
七
凸

一鳴
物
之
儀
、
明
後
六
日
∠
免
之
候
条
、
此
旨
洛
中
洛
外
江
可
触
　
　
　
　
　
　
　
口
　
触

　
知
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
張中
納
言
殿
、
去
月
廿
六
日
御
逝
去
二
付
、
今
日
♂
来
ル
八
日

　
　但
、
明
五
日
♂
鳴
物
差
免
可
申
之
処
、
昨
三
日
曇
花
院
宮
亮
　
　
迄
日
数
七
日
之
間
、
鳴
物
停
止
之
旨
、
洛
中
洛
外
江
可
相
触
者
也

　
　去
二
付
、
日
数
三
日
鳴
物
停
止
二
候
、
明
後
六
日
♂
不
苦
候
　
　
　
但
、
普
請
者
今
明
両
日
令
停
止
候
事

　
　
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
八
月
二
日

　
　
辰
十
二月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
〇
　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
寛
保
四
八
六
〕



　
　
　
　
　
口　
触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
享
保
一
兀
年

徳川
五
郎
太
殿
、
去
ル
十
八
日
御
逝
去
二
付
、
今
日
♂
来
月
朔
日
　
　
八
〇
〇
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
寛
保
四
九
九
〕

迄日
数
七
日
之
間
、
鳴
物
停
止
之
旨
、
洛
中
洛
外
江
可
相
触
者
也
　
　
大
明
院
宮
亮
去
二
付
、
今
日
♂
明
後
廿
三
日
晩
迄
鳴
物
停
止
之

　但
、
普
請
者
今
明
両
日
令
停
止
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
、
洛
中
洛
外
江
可
相
触
者
也

　
　
巳

十月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
四
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
二
　
［
古
・
衣
］

正
徳
四

年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
う
き
や
う
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋

六
八
八　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
方
様
去
月
晦
日
之
夜
亮
御
被
遊
候
、
町
中
鳴
物
、
家
作
等

　
　
　
　
　口
　
触
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堅
令
停
止
候
、
尤
町
く
自
身
番
仕
、
火
之
用
心
念
入
、
諸
事
穏
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
リ

聖護
院
宮
莞
去
二
付
、
今
日
♂
来
ル
十
二
日
迄
三
日
之
内
、
鳴
物
　
　
　
便
二
可
仕
〔
候
］
旨
　
洛
中
洛
外
江
可
触
知
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

停
止
之旨
、
洛
中
洛
外
へ
可
触
知
老
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
諸
殺
生
此
節
令
停
止
候
、
且
又
上
下
京
〔
之
〕
魚
棚
見
世
ハ
売
買

　
　午
七
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
差
拍
候
、
乍
然
売
不
申
候
ハ
て
不
叶
儀
在
之
候
ハ
ふ
、
其
段

六
九

二　
［
古
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
寛
保
四
八
八
〕
　
　
　
　
致
了
簡
売
候
様
二
可
仕
事

　
　
　
　
　
覚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
一
神
社
仏
閣
開
帳
者
不
及
申
二
、
人
集
〔
メ
〕
候
儀
ハ
此
節
可
致
遠

秋
元
但
馬守
死
去
二
付
、
今
廿
一
日
∠
来
ル
廿
三
日
迄
三
日
之
　
　
　
慮
事

間
、
鳴
物
停
止
、
普
請
は
不
苦
候
旨
、
洛
中
洛
外
江
可
相
触
候
事
　
　
一
惣
而
町
ミ
ニ
而
人
集
メ
仕
間
敷
候
、
四
条
河
原
、
傾
城
町
之
儀

　
　午
八
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ハ
〕
弥
相
慎
候
様
二
念
入
可
申
渡
候
、
且
又
瓦
井
茶
碗
焼
候
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
差拍
〔
候
〕
事

芸
能
興
行と
鳴
物
停
止
資
料
日
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触

右
之趣
、
急
度
可
相
守
候
事
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